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（Ｈ２８，９，２） 

 

 本日は、平成２８年９月第３回町議会定例会をお願いいたしましたところ、

議員各位におかれましては、ご出席をいただき誠にありがとうございます。提

出いたしました議案のご審議に先立ち、６月議会定例会以降の町政の取り組み

状況等につきまして、ご報告等をさせていただきます。 

  

 先ずは、７月１０日に参議院議員通常選挙の投開票が行われました。本町は

投票率６９．１パーセントとなり３年前と比較して少し下回る結果ではありま

したが、無事に執行されたところであります。 

 国においては、８月３日に内閣改造が実施され、「一億総活躍」「２１世紀の

インフラ整備」などの経済対策の柱をまとめ、本年度の第二次補正予算として

臨時国会で成立させる運びとなっています。 

 本町としましても、この補正予算活用に向け、情報収集に努めてまいります。

また、来年度の事業要望についても、国県等へ要望活動を積極的に進めてまい

ります。 

８月３０日には、愛知県各部局等への総合要望活動を町執行部と東栄町議会

（正副議長、総務経済委員会、文教福祉委員会の正副委員長の６名）との合同

で実施させていただきました。地元峰野県議にも同行いただき、ご助言いただ

きました。県議会への要望も議長室で鈴木議長、森下副議長自ら対応していた

だきました。昨年までは、建設部局のみの要望活動でしたが、本年度は関係す

る全ての部署において要望できましたので、県の回答などしっかりと受け止め、

今後の事業推進に取り組んでまいります。まだまだこれから要望活動はござい

ますので、議員各位におかれましても、それぞれの立場でご協力くださるよう

お願い申し上げます。 

 広域連合関係では、「海フェスタ東三河」が８市町村の連携のもとで７月１６

日から３１日の１６日間で開催されました。東三河地域全体の豊かな資源とす

ばらしい観光の魅力を全国に発信し、交流人口の拡大にもつながり、８市町村

の連携により成功のうちに終えることができました。今後とも広域連合の一員

として、更なる一体感の熟成に向けて、取り組んでいきたいと考えています。 

 

 それでは、課ごとに主なものをご報告させていただきます。 

最初に総務課関係でありますが、人事評価制度については、平成２７年度か

ら準備を進めてきておりますが、本年度は職員への制度説明や研修会を開催し、

全職員が一次試行、２８年度の試行を踏まえて修正等を行い、２９年度からの



本格実施を予定しています。次に公共施設等総合管理計画につきましては、各

課において現況調査等を行い、現況調査結果の分析と課題の整理により、全庁

的な方針案また施設類型別の方針案を作成し、その後、所管施設の具体的な検

討（統合・廃止）に入ってまいります。防災につきましては、今議会において

補正予算対応をお願いしているところでございますが、東栄町地域防災計画の

見直しを本年度中に実施したいと考えています。修正案は、町防災会議に諮り

決定してまいりたいと考えていますので、よろしくお願いいたします。 

熊本地震への職員派遣につきましては、前回の大津町に続き、御船町に１名

を７月２５日から１週間派遣をいたしました。今後も機会があれば、職員派遣

に協力してまいりたいと考えています。 

消防につきましては、６月１９日に総合グランドにおいて、町消防操法大会

が開催され、団員の減少にも関わらず、日頃の訓練の成果を十分に発揮いただ

きました。今後もポンプ性能検査や郡連合会合同訓練などが予定されています

ので、住民の安全安心を守るため、引き続き頑張っていただきたいと思ってい

ます。 

 

次に税務会計課につきましては、町県民税における特別徴収を推進しており、

その結果、特徴率９０パーセントを超える結果となりました。広域連合が始ま

り、滞納整理事務を９件移管したところであります。また、本年度は共同で航

空写真撮影を実施し、閲覧システム構築（デジタル化）に向け、準備を進めて

まいります。デジタル化に伴う予算は、来年度の予定であります。 

 

振興課関係について、観光協会設立に向けては、１５名の委員により、８月

までに５回の設立準備会を開催し、国の加速化交付金事業を活用し、年度内の

設立に向け、進めているところであります。 

まちづくり基本条例につきましては、平成２７年９月から公募町民による検

討会議により、現在までに１５回の開催により進めているところであります。

年度内に条例制定を目標としているところではありますが、条例内容の検討や

や住民の方々の理解があって、はじめて活かされる条例でございますので、浸

透具合を勘案し、制定時期を決めてまいりたいと思っております。 

北設楽郡公共交通活性化協議会東栄町分科会を７月１９日に開催し、委員か

らのご意見等をいただきましたので検討してまいります。①粟代小林地区への

乗り入れの件 ②予約バスの料金について ③町内一斉ノーマイカーデー（ウ

ィーク）について ④東栄病院からの帰宅便増発 協議会前にしっかりと検討

してまいります。 

愛知万博での一国一市町村フレンドシップ事業をきっかけに東栄町国際交流



協会においてボリビア国との交流活動が継続的に行われてきました。これが縁

で今回、ボリビア多民族国バジェグランデ市と友好推進協定を結ぶこととなり

７月７日に調印式を行いました。バジェグランデ市長始め関係者は、８日まで

の２日間小学校の視察や中田クリーンセンターの視察を行いました。更なる友

好の発展とお互いの理解と連携が深まることを期待するところであります。 

今年から 8 月 11 日が山の日として、国民の祝日となりました。山の日制定を

祈念して、ノルディックウォーキングを中設楽地内で開催し、町内外から 37 名

が参加していただきました。途中地元の方々には設楽城などのスポット解説を

していただき、6 キロを楽しく歩き、地元産の鮎の昼食ととうえい温泉もご利用

いただきました。 

 

次に地域支援課の空き家対策事業についてですが、空き家台帳の更新を（デ

ータ数 254 件）アンケート調査に基づき、現場調査も含めて行います。先ずは

アンケート調査結果により、貸していただける25件の物件を最優先で行います。

また、借りたい方の登録状況は、現在 20 人となっています。早急にマッチング

できるよう進めてまいります。 

昨年改修しました小林地区の空き家へは、10 月からの入居が決定したところ

であります。 

新たに本年度から設けました空き家活用支援事業補助金制度も、三輪地区で 1

件の申請があり、町外から 1 世帯が転入されてきました。 

若者定住奨励金の本年度の実績つきましては、8 月現在でＵターン 10 人、Ｉ

ターン 5 人となっています。また、本年度の新たに設けた移住者通勤支援補助

金対象者については 5 名となっています。（勤務地は、安城市、浜松市など） 

集落カルテにつきましては、各区とのヒアリングや外部の支援（大学への相

談など）また関係課との打ち合わせを行い、カルテ内容やカルテ作成モデル地

区の選定などを順次進めていく予定としています。 

 

住民福祉課関係では、6 月 12 日にごみゼロ一斉運動を町内全域で実施をして

いただきました。また、ごみの減量化や資源化を推進するため、本年度の予算

で資源ごみ等一時保管場所（ストックヤード）を旧東栄中学校倉庫横に青山工

務店の請負（4,730,400 円）で建設してまいりましたが、8 月 27 日に無事完成

しましたので、本議会に設置管理条例案を上程しております。10 月 1 日からの

利用開始を予定しておりますので、よろしくお願いします。 

おいでん家（高齢者等生活支援拠点施設）については、本郷、下川、足込、

粟代小林地区の 4 か所で設置し、活動を展開しているところであります。本年

度は新たに 7 ヶ所（布川、中設楽、月、御園、西薗目、三輪、古戸）において、



施設修繕を行い、順次活動を開始していく予定であります。新規も含め、支援

員は 48 名となる予定であります。 

７月上旬には、当初開設した４か所のおいでん家へ出かけ、意見交換会を実

施させていただきました。今後も機会を設けてお邪魔したいと考えています。 

地域包括ケア検討会については、15 名の委員により 4 月から 7 月まで、9 回

にわたる委員会を開催していただき、8 月 5 日に検討結果の報告をいただきまし

た。先ず 1 つ目が役場、包括支援センター、社協が中核となり、一体的に担う

総合統括機能が発揮できる体制づくり、二つ目が介護職員などの人員不足に対

応するための、各事業所の統廃合など、三つ目は役場を含め関連事業所が共通

理解のもと活動展開、四つ目は目指すべき地域包括システムは、医療は欠く事

が出来ないため、病床を含めて出来る限り維持すること、また、人員不足等で

病床維持できない場合は、転用についても準備すること、五つ目は地域住民同

士のお互い様というつながりを取り戻し、できることは自分で、できない部分

は専門職の支えを受け、「自助・互助・共助・公助」を最大限活用するとの検討

結果をいただいております。検討課題も残るため、今後病院との調整も図りな

がら、担当職員をあてて準備を進めていく予定であります。また、課題検討の

ための新たな委員会も必要になってくることも考えられますので、適宜情報を

しっかりと伝えてまいりたいと思います。 

今後の取り組みについては、本議会最終日に議会全員協議会をお願いし、説

明をさせていただく予定であります。どうぞよろしくお願いいたします。 

病院の電子カルテシステム導入については、プロポーザルコンペ方式により、

9 月下旬までに業者選定を行い、契約締結の予定であります。平成 29 年 3 月中

の稼働を考えています。 

次に食生活支援センターでの太陽光発電施設設置工事については、

25,704,000 円で株式会社アンデンと契約し、6 月 9 日に着手し、12 月 6 日に完

了の予定であります。 

 

経済課関係については、畜産クラスター事業として本年度実施することとな

っている食鶏堆肥処理施設・作業用重機整備につきましては、東栄町畜産クラ

スター協議会総会を 7 月 19 日に開催し、10 月から工事等が始まっていくこと

となります。本事業は、町から協議会への補助金交付となります。 

新規施策であります特産品開発事業補助金と起業家支援補助金につきまして

は、それぞれに 1 件の申請があり、活用される予定であります。 

間伐材搬出事業については、当初予定をしていました３００㎥を超える見込

みのため、予算を増額いたします。 

千代姫荘の宿泊者等の利用拡大を図るため、9 月以降月別のイベント企画を計



画して行く予定であります。 

とうえい温泉につきましては、15 周年を迎え３００万人を達成したところで

ございます。機械故障の影響もあり、臨時休業もありましたが、ここまでは前

年を上回る入浴客数となっています。引き続き営業努力を重ねてまいります。

一方、健康の館については、利用客数の実績も上がらない状況ではありますが、

今後誘客プランを立て、誘客に努めてまいります。 

インターチェンジ周辺整備構想については、椙山女学園大学の協力をいただ

き、検討委員会を組織し、アンケート調査や視察等を含め、構想案作成に向け

現在、進めているところであります。 

 

 次に事業課関係ですが、事業予算をいただいています町道・林道等の工事は、

概ね順調に発注しております。一般国道１５１号太和金バイパス（新太和金ト

ンネル）につきましては、平成２８年度末完了予定として、現在工事が進めら

れています。 

 次に、三遠南信自動車道・佐久間・東栄間につきましては、佐久間第１トン

ネルが無事貫通できたため、１０月中旬に貫通式が予定されています。また、

東栄・鳳来峡間については、用地、調査設計等を行っており、工事については

三輪深谷地内において、橋梁上部下部工事を進めており、来年度からのトンネ

ル掘削工事を予定しているところであります。いずれにいたしましても関係す

る工事での発生土の処理については、早急に用地の確保に努めなければなりま

せん。現在、いろいろな方々に協力いただき候補地を探している状況であり、

可能な場所については、調査をしているところであります。 

 町営住宅関係につきましては、社会資本整備総合交付金事業により、久保田

住宅屋根外壁等修繕など計画的に改修を行っているところではありますが、古

い住宅は、現在の住宅ニーズには合わないことなどから空き状態もありますの

で、募集に努めてまいります。 

 町単独事業として、３００万円の予算をいただいて実施しています住宅リフ

ォーム補助事業については、現在２７件の申請をいただいており、工事費総額

は２８，７９０，５７３円で交付決定した補助金額は２，２１２，０００円、

約７４パーセントの執行となっています。残額は７８８，０００円であります。 

 簡易水道、下水道関係につきましては、予定されています事業は順調に進め

させていただいておりますが、統合にともなう飲料水供給施設・簡易給水施設

それぞれの地区組合との打ち合わせを行い、方針を決定してまいります。下水

道については、第１期に整備されたものが１４年以上経過しているため、本年

度からストックマネジメント計画を作成し、計画的な改築更新を行っていく予

定であります。 



 

 最後に教育委員会関係について申し上げます。 

 学校教育関係では、東栄中学校校舎棟外壁等塗装改修工事につきましては、

６月８日から９月１２日までが工期でありますが、予定通り完了できる見込み

です。中学生海外派遣事業については、５月１９日から１４日の日程で、新し

いカナダのレージェント・クリスチャン・アカデミー校との交流とホームステ

ィを主に実施をしてまいりましたが、反省点等を今年中整理し、来年度の実施

に向け、しっかりと研究してまいりたいと考えているところであります。 

社会教育関係では、「設楽のシカウチ行事」の調査業務を国宝重文化財等保存

整備費補助金を受けて、８月から調査を開始しており、来年３月には完了する

予定であります。 

名古屋グランパスエイトサッカー教室を６月２５日の土曜日に総合グランド

で設楽町・豊根村の児童生徒も加わり、約５０名がプロコーチの指導を受けま

した。試合観戦は１０月２２日・豊田スタジアムでのジュビロ磐田戦を予定し

ています。 

また、東三河地区初となるプロリーグでありますバスケットボール・三遠ネ

オフェニックスが８月２０日から２１日に東栄グリーンハウスに宿泊し、サマ

ーキャンプを実施していただきました。参加者は豊橋、豊川、田原、岡崎、浜

松から４０名の小中学生が参加、地元の小学生もバスケットボール教室に参加

いただきました。バーベキューでの東栄チキンは特に女の子たちに大好評であ

ったと聞いています。 

愛知大学との連携事業として毎年夏休みを利用して開催していますサマース

クールを８月２日から４日までの３日間、産業会館をメイン会場として行われ

ました。小学生８１人が参加、愛知大学の学生２２人が先生役として、事前準

備から当日運営まで、真剣に取り組んでいただきました。保護者の方々にも大

変好評をいただいていますので、来年度も引き続き開催してまいります。 

小学校の運動会、中学校の体育大会も９月に開催を予定していますので、応

援等よろしくお願いいたします。また、今年は町民体育祭を１０月１０日に開

催いたします。現在、実行員会や部会で詳細を決定し、各区長さん方に選手選

出を含め、また大会までの練習などの協力をお願しているところでございます。

大会に向け、しっかりと準備をしてまいりますので、どうか皆様方にもそれぞ

れのお立場でご支援ご協力をお願いし申し上げます。 

１１月には東栄フェスティバル、文化祭、町民芸能まつり、文化講演会など

が予定されています。今後ご連絡はさせていただきますが、ご参加等よろしく

お願いいたします。 

 



大変長くなり申し訳ございませんでしたが、６月議会定例会以降の主な取り

組みなどについて、ご報告させていただきました。 

 

それでは、今回議会に上程いたします議案等につきましては、平成 27 年度

の決算認定が 14 件、議案が 9 件、同意案 1 件、報告が 1 件でございます。合

わせて 25 件を上程いたしますので、よろしくご審議のほどをお願いいたしま

す。 

では各議案について簡略に説明いたします。 

 

認定案第１号 平成 27 年度一般会計歳入歳出決算認定から認定案第 14 号

平成27年度国民健康保険東栄病院事業特別会計決算認定までについてですが、

ご配布いたしております業務報告書をご覧いただきたいと思います。 

一般会計は歳入総額が 35 億 7 百万円で歳出総額 31 億 2 千 24 万 6 千円、

翌年度に繰り越すべき財源を差し引いた「実質収支」は 3 億 2 千 499 万 2 千

円です。当該年度の実質収支から前年度の実質収支を差し引いた額を表す「単

年度収支」は 1 億 1 千 316 万 2 千円の黒字となりました。なお、単年度収支

に実質的な黒字要素である基金積立金及び地方債の繰り上げ償還金（今回はあ

りません）を加え、実質的な赤字要素である積立金取り崩し額を引いた「実質

単年度収支額」は 1 億 5 千 482 万 4 千円の黒字となりました。財政分析指標

については、例えば健全化判断比率の実質公債費比率は 6.4 ということで昨年

度より 0.9 ポイント下がり健全財政といえます。地方債残高は特別会計合わせ

て約 5１億３千９００万円であります。前年度に比べ１９０万円の微増となっ

ています。経常収支比率は 87.8％で、前年度と比較して 5.2 ポイント下がりま

したが、引き続き経常的なものに充てられる一般財源の確保と経常経費の削減

が今後の課題であります。 

各特別会計につきましても、予算どおり執行でき問題はありませんでした。

東栄病院会計につきましては、医療器械購入費で 2 千 460 万 2 千円、器具備

品購入費で 423 万円、工事請負費はナースコール設備変更工事を行い、118

万円の支出額となっています。当年度純利益は 70 万 3 千円の赤字決算となっ

ています。 

詳細については、決算特別委員会で各担当課長からご説明いたします。 

 

議案第 69 号 東栄町資源物等ストックヤードの設置及び管理に関する条例

の制定については、ゴミの減量化及び資源化を推進するため、本郷字宮平に設

置した資源ごみのストックヤードの利用等の規定を定めるものです。 

 



議案第 70 号 東栄町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正につ

いては、例規を整備するにあたり、育児又は介護を行う職員の早出遅出勤務の

規定の一部を削除するものです。 

 

議案第 71 号 町道路線の廃止については、国道改修に伴う埋め立てにより

道路としての機能がなくなったため、町道中設楽千代姫線の一部を廃止するも

のです。 

 

議案第 72 号 東三河広域連合規約の変更については、新たにまち・ひと・

しごと創生総合戦略の策定に関する事務を加えることにより、規約を変更する

ためのものです。 

 

議案第 73 号 小型動力ポンプ付積載車物品売買契約については、東栄町議

会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の規定に基づき、

契約締結の議決を求めるものです。 

 

議案第 74 号 平成 28 年度の一般会計補正予算ですが、補正額は 3,521 万

7 千円の増額補正であります。 

主な歳出ですが、総務費の一般管理費で職員用ノートパソコンの更新に係る

購入費 1,188 万円を新規計上しました。 

戸籍住民基本台帳費では、個人番号カード関連事務委託料として 53 万 7 千

円を追加計上しました。 

農林水産業費では、水源林保全流域協働事業助成金 267 万 3 千円を計上し

ました。 

商工費では、とうえい温泉の緊急修繕費として 40万円を追加計上しました。 

土木費の道路新設改良費では、町道測量設計業務委託料 474 万 2 千円を新

規計上、急傾斜地対策事業費では、事業負担金として 480 万 4 千円を追加計

上しました。 

消防費では、地域防災計画修正業務委託料として 375 万 9 千円を新規計上

しました。 

主な歳入については、国庫支出金で、個人番号カード交付事業費補助金に 56

万円を追加計上しました。繰入金は、温泉施設の修繕のため、高齢者いきいき

健康増進基金からの繰入を 40 万円増額し、前年度繰越金が確定し財源が確保

できたことにより財政調整基金の繰入を 1 億円減額するものです。 

平成 27 年度決算の確定により、一般会計補正予算の財源調整のため、前年

度繰越金 1 億 4,533 万 7 千円を増額しました。 



雑入は、水源林保全流域協働事業助成金などで、429 万 2 千円を増額しまし

た。 

町債については、臨時財政対策債の発行可能額の確定により 1,583 万円を減

額しました。 

 

議案第 75 号 国民健康保険特別会計補正予算は、107 万 6 千円の増額補正

であります。主に、国保システム改修委託料及び退職被保険者等療養給付費の

増によるものです。 

 

議案第 76 号 介護保険特別会計補正予算は、1,078 万 2 千円の増額補正で

あります。これは、前年度の介護給付費精算による返還金です。 

 

議案第 77 号 簡易水道事業特別会計補正予算は、14 万円の増額補正であり

ます。人件費の増によるものです。 

 

同意案第 2 号 東栄町教育委員会委員の選任については、 1 名の委員の選

任であります。9 月 30 日付けで任期満了となりますので、地方教育行政の組

織及び運営に関する法律第 4 条第 1 項の規定により、選任同意をお願いするも

のであります。 

 

報告第 4 号 平成 27 年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率に

ついては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第 3 条第 1 項及び第 22

条第 1 項の規定に基づき、報告するものです。 

 

以上でありますが、詳細については副町長始め担当課長から説明をいたしま

すのでよろしくご審議のほどお願いいたします。 

 


